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審査意見への対応を記載した書類（６月） 

（目次） 健康栄養科学研究科 健康栄養科学専攻（M） 

１．設置の趣旨等を記載した書類（資料）の「資料 17 健康栄養科学研究科 履修モ

デル」によると、「資料 13 設置の必要性と養成する人材像等の整合性」において

ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーの各項目に関連する授業科目と

して示されている専門中心科目のうち、一部のディプロマ・ポリシーやカリキュラ

ム・ポリシーと紐づく科目を全く又はほとんど履修しないモデルとなっている。例

えば、DP３や CP３に関連する授業科目として示されている科目のうち、履修するこ

ととなっている科目は履修モデル①及び②では「地域栄養学概論」、同③では「臨

床研究法と医療倫理」「応用栄養学特論」のみとなっており、DP３に対応する CP３

に紐づく科目として配置される「応用栄養学特論・演習Ⅰ～Ⅳ」「臨床栄養学特

論・演習Ⅰ～Ⅳ」「健康食事学特論・演習Ⅰ～Ⅳ」などの専門中心科目を全く又は

ほとんど履修せず卒業が可能なものとなっている。このため、ディプロマ・ポリシ

ーに掲げる能力を全て適切に身につけることができる適切な教育課程が編成された

上で、学生に示す適切な履修モデルとなっているのか疑義があることから、本研究

科の示す履修モデルについて、養成する人材像やディプロマ・ポリシーを達成する

ために、カリキュラム・ポリシーに基づいて修得すべき知識や能力等に係る教育が

網羅され、体系性が担保されていることを明確に説明するとともに、関連する記載

について必要に応じて適切に改めること。（是正意見） ・・・・・ ３ 

２. 大学院設置基準第14条に規定する「夜間その他特定の時間又は時期において授業

又は研究指導を行う」こととなっているが、当該教育方法の特例について学則上に

記載が見受けられないため、本学学則において、教育方法の特例の対象となる専攻

や、  特例による履修方法等について、明確に記載すること。（改善意

見） ・・・・・ ８ 

３．研究指導教員数・研究指導補助教員数について、大学院設置基準の規定を満たし

ていないため、適切に改めること。（是正意見） ・・・・・ ９ 
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４．教員資格審査において、「不可」や「保留」、「適格な職位・区分であれば可」

となった授業科目について、当該授業科目を担当する教員を専任教員以外の教員で

補充する場合には、当該授業科目の教育課程における位置付け等を明確にした上

で、当該教員を後任として補充することの妥当性について説明すること。 

（是正意見） ・・・・・ 22 

５．本学の学則について、学校教育法施行規則第４条第１項第９号に規定する「寄宿

舎」について記載が見受けられないことから、適切に改めること。 

（是正意見） ・・・・・ 28 
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審査意見への対応を記載した書類（６月） 

（是正意見） 健康栄養科学研究科 健康栄養科学専攻（Ｍ） 

１. 設置の趣旨等を記載した書類（資料）の「資料 17 健康栄養科学研究科 履修モデ

ル」によると、「資料 13 設置の必要性と養成する人材像等の整合性」においてディプロ

マ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーの各項目に関連する授業科目として示されてい

る専門中心科目のうち、一部のディプロマ・ポリシーやカリキュラム・ポリシーと紐づく

科目を全く又はほとんど履修しないモデルとなっている。例えば、DP３や CP３に関連する

授業科目として示されている科目のうち、履修することとなっている科目は履修モデル①

及び②では「地域栄養学概論」、同③では「臨床研究法と医療倫理」「応用栄養学特論」

のみとなっており、DP３に対応する CP３に紐づく科目として配置される「応用栄養学特

論・演習Ⅰ～Ⅳ」「臨床栄養学特論・演習Ⅰ～Ⅳ」「健康食事学特論・演習Ⅰ～Ⅳ」など

の専門中心科目を全く又はほとんど履修せず卒業が可能なものとなっている。このため、

ディプロマ・ポリシーに掲げる能力を全て適切に身につけることができる適切な教育課程

が編成された上で、学生に示す適切な履修モデルとなっているのか疑義があることから、

本研究科の示す履修モデルについて、養成する人材像やディプロマ・ポリシーを達成する

ために、カリキュラム・ポリシーに基づいて修得すべき知識や能力等に係る教育が網羅さ

れ、体系性が担保されていることを明確に説明するとともに、関連する記載について必要

に応じて適切に改めること。 

（対応） 

 健康栄養科学研究科健康栄養科学専攻のディプロマ・ポリシーに掲げる能力及びカリキ

ュラム・ポリシーに基づいて修得すべき知識や能力等に係る教育が網羅できるよう、「教

育課程等の概要」などにおいて示している専門基礎科目及び専門中心科目の選択に履修上

の制約を設けることとし、これらが体系的に担保できるようにした。これに合わせて、本

研究科の掲げる養成する人材像と整合するよう、卒業要件及び履修方法や履修モデルをは

じめとする「教育課程等の概要」や「設置の趣旨等を記載した書類（本文及び資料）」など

を適切に改めた。 
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（新旧対照表）基本計画書（９ページ）_教育課程等の概要 

新 旧 

（卒業要件及び履修方法） 

 専門基礎科目を 8 単位以上（必修 4

単位を含む）、専門中心科目を 14 単位

以上、研究科目を 8 単位（必修）の合

計 30単位以上を修得した上で、修士論

文の作成と審査に合格すること。 

なお、専門基礎科目のうち、「在宅ケ

ア・リハビリテーション概論」、「予防

医学概論」から 2単位を選択必修とし、

「地域栄養学概論」、「臨床研究法と医

療倫理」から 2単位を選択必修とする。 

 また、専門中心科目は、修士論文を

指導する教員（以下「指導教員」とい

う。）の専門領域と類似する専門領域の

特論 2 単位を含めた特論 6 単位以上と

指導教員の専門領域と類似する専門領

域の演習 8 単位を履修することを条件

とし、指導教員の専門領域と類似する

専門領域の特論 2 単位を除く特論 4 単

位以上は、別紙に定める履修上の制約

を設ける。 

（別紙資料１：「専門中心科目における

履修上の制約について」参照） 

（卒業要件及び履修方法） 

 専門基礎科目を 8 単位以上（必修 4

単位を含む）、専門中心科目を 14 単位

以上、研究科目を 8単位（必修）の合計

30 単位以上を修得した上で、修士論文

の作成と審査に合格すること。 

 なお、専門中心科目は、指導教員が担

当する特論 2 単位を含めた特論 6 単位

以上と指導教員が担当する演習 8 単位

を履修することを条件とする。 

（新旧対照表）学則（２８ページ）_研究科規程 

新 旧 

（研究科規程） 

「愛知淑徳大学大学院健康栄養科学研

究科規程」の別表を「教育課程等の概

要」と整合するように変更 

（別紙資料２【新】参照） 

（研究科規程） 

（別紙資料２【旧】参照） 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（本文）（１３ページ） 

新 旧 

【表１】健康栄養科学研究科 科目一

覧表 

（科目区分：専門基礎科目） 

在宅ｹｱ・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰ 

ｼｮﾝ概論
2 

1・2

前 選択必修 

(2 単位) 
予防医学概論 2 

1・2

前 

地域栄養学概論 2 
1・2

前 選択必修 

(2 単位) 臨床研究法と医

療倫理 
2 

1・2

後 

【表１】健康栄養科学研究科 科目一

覧表 

（科目区分：専門基礎科目） 

在宅ｹｱ・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰ 

ｼｮﾝ概論
2 

1・2

前 

選択必修 

(4単位) 

予防医学概論 2 
1・2

前 

地域栄養学概論 2 
1・2

前 

臨床研究法と医

療倫理 
2 

1・2

後 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（本文）（１４ページ） 

新 旧 

２）必修科目、選択必修科目、選択科目

の構成 

 修了要件は、本研究科に 1年※又は 2

年以上在学し、専門基礎科目を 8 単位

以上（必修 4単位を含む）、専門中心科

目を 14 単位以上、研究科目を 8 単位

（必修）の合計 30単位以上を修得した

上で、修士論文の作成と審査に合格す

ることとする。 

なお、専門基礎科目のうち、「在宅ケ

ア・リハビリテーション概論」、「予防

医学概論」から 2単位を選択必修とし、

「地域栄養学概論」、「臨床研究法と医

療倫理」から 2単位を選択必修とする。 

 また、専門中心科目は、修士論文を

指導する教員（以下「指導教員」とい

う。）の専門領域と類似する専門領域の

特論 2 単位を含めた特論 6 単位以上と

指導教員の専門領域と類似する専門領 

域の演習 8単位を履修することを条件 

２）必修科目、選択必修科目、選択科目

の構成 

 修了要件は、本研究科に 1年※又は 2

年以上在学し、専門基礎科目を 8 単位

以上（必修 4単位を含む）、専門中心科

目を 14 単位以上、研究科目を 8 単位

（必修）の合計 30単位以上を修得した

上で、修士論文の作成と審査に合格す

ることとする。 

なお、専門中心科目は、指導教員が担

当する特論 2 単位を含めた特論 6 単位

以上と指導教員が担当する演習 8 単位

を履修することを条件とする。 
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とし、指導教員の専門領域と類似する

専門領域の特論 2 単位を除く特論 4 単

位以上は、別紙に定める履修上の制約

を設ける【資料 17】。 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（本文）（１６ページ） 

新 旧 

２．履修指導 

（前略） 

履修に関しては、・・・（中略）・・・

決定することとする。上記に加え、デ

ィプロマ・ポリシー（DP）に掲げる能力

及びカリキュラム・ポリシー（CP）に基

づいて修得すべき知識や能力などに係

る教育が網羅できるよう、専門基礎科

目及び専門中心科目の選択に履修上の

制約を設けることとし、それに準じた

指導を行う。学生の修了後を想定した

履修モデルを別添資料にて示す【資料

17】。 

（後略） 

２．履修指導 

（前略） 

履修に関しては、・・・（中略）・・・

決定することとする。学生の修了後を

想定した履修モデルを別添資料にて示

す【資料 17】。 

（後略） 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（資料）（【資料１４】） 

新 旧 

「健康栄養科学研究科 カリキュラム

表」を「教育課程等の概要」と整合する

ように変更（【資料 14】参照） 

（別紙資料３【新】参照） （別紙資料３【旧】参照） 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（資料）（【資料１７】） 

新 旧 

「健康栄養科学研究科 履修モデル」

を「教育課程等の概要」と整合するよ

うに変更（【資料 17】参照） 

（別紙資料４【新】参照） （別紙資料４【旧】参照） 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（資料）（【資料１８】） 

新 旧 

「愛知淑徳大学大学院健康栄養科学研

究科規程」の別表を「教育課程等の概

要」と整合するように変更（【資料 18】

参照） 

（別紙資料５【新】参照） （別紙資料５【旧】参照） 

（新旧対照表）学生の確保の見通し等を記載した書類（資料）（【資料５】） 

新 旧 

「健康栄養科学研究科 カリキュラム

表」を「教育課程等の概要」と整合する

ように変更（【資料５】参照） 

（別紙資料６【新】参照） （別紙資料６【旧】参照） 
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（改善意見） 健康栄養科学研究科 健康栄養科学専攻（Ｍ） 

２．大学院設置基準第 14 条に規定する「夜間その他特定の時間又は時期において授業又

は研究指導を行う」こととなっているが、当該教育方法の特例について学則上に記載が見

受けられないため、本学学則において、教育方法の特例の対象となる専攻や、特例による

履修方法等について、明確に記載すること。 

（対応） 

本学大学院学則において、当該教育方法の特例について明確に規定した。 

（新旧対照表）学則（８・９ページ）_学則（愛知淑徳大学大学院学則（案）） 

新 旧 

（教育方法の特例）

第３１条の２ 本大学院の教育におい

て必要があると認められる場合には、

夜間その他特定の時間又は時期におい

て授業又は研究指導を行うことができ

る。 

（別紙資料７【新】参照） 

（追加）

（別紙資料７【旧】参照） 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（本文）（１９ページ） 

新 旧 

キ 「大学院設置基準」第 2 条の 2 又

は第 14条による教育方法の実施 

・・・（前略）・・・学べるよう、大学

院設置基準第 14 条に規定する教育方

法の特例を適用する（本学大学院学則

第 31条の 2に規定）。 

キ 「大学院設置基準」第 2 条の 2 又

は第 14条による教育方法の実施 

・・・（前略）・・・学べるよう、大学

院設置基準第 14条に規定する教育方法

の特例を適用する。 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（資料）（【資料１５】） 

新 旧 

「愛知淑徳大学大学院学則（案）」を「学

則（愛知淑徳大学大学院学則（案））」と

整合するように変更（【資料 15】参照） 

（別紙資料８【新】参照） 

（上記の「学則（愛知淑徳大学大学院学

則（案））」と同様）

（別紙資料８【旧】参照） 
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（是正意見） 健康栄養科学研究科 健康栄養科学専攻（Ｍ） 

３．研究指導教員数・研究指導補助教員数について、大学院設置基準の規定を満たしてい

ないため、適切に改めること。 

（対応） 

  以下に示す大学院設置基準及び大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について

定める件（平成十一年文部省告示第百七十五号）※に規定されている研究指導教員数及び

研究指導補助教員数を満たすよう、「栄養科学特別研究Ⅰ～Ⅳ」の科目担当者及び本研究

科の専任教員組織・体制を適切に改めた。 

  具体的には、本研究科の専任教員組織・体制を教授 6名、准教授 3名（計 9名）に変更

することとし、「栄養科学特別研究Ⅰ～Ⅳ」の科目担当者についても、研究指導教員 8 名

（教授 6名、准教授 2名）及び研究指導補助教員数 1名（准教授 1名）に変更する。 

※専門分野：家政  研究指導教員数：4 

その他の教員組織：原則として、研究指導教員数と研究指導補助教員数を合わせて 6以上とする。 

（新旧対照表）基本計画書（２ページ）_基本計画書 

新 旧 

教員組織の概要 

（新設分） 

健康栄養科学研究科 

健康栄養科学専攻（修士課程） 

教授 准教授 講師 助教 計 

6 

(6) 

3 

(3) 

0 

(0) 

0 

(0) 

9 

(9) 

計 

教授 准教授 講師 助教 計 

6 

(6) 

3 

(3) 

0 

(0) 

0 

(0) 

9 

(9) 

（既設分） 

心理医療科学研究科 

心理医療科学専攻（博士前期課程） 

教授 准教授 講師 助教 計 

36 

(36) 

3 

(3) 

0 

(0) 

0 

(0) 

39 

(39) 

教員組織の概要 

（新設分） 

健康栄養科学研究科 

健康栄養科学専攻（修士課程） 

教授 准教授 講師 助教 計 

5 

(5) 

3 

(3) 

0 

(0) 

0 

(0) 

8 

(8) 

計 

教授 准教授 講師 助教 計 

5 

(5) 

3 

(3) 

0 

(0) 

0 

(0) 

8 

(8) 

（既設分） 

心理医療科学研究科 

心理医療科学専攻（博士前期課程） 

教授 准教授 講師 助教 計 

37 

(37) 

3 

(3) 

0 

(0) 

0 

(0) 

40 

(40)
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心理医療科学研究科 

心理医療科学専攻（博士後期課程） 

教授 准教授 講師 助教 計 

29 

(29) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

29 

(29) 

計 

教授 准教授 講師 助教 計 

103 

(103) 

13 

(13) 

0 

(0) 

0 

(0) 

116 

(116) 

１ 

心理医療科学研究科 

心理医療科学専攻（博士後期課程） 

教授 准教授 講師 助教 計 

30 

(30) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

30 

(30) 

計 

教授 准教授 講師 助教 計 

104 

(104) 

13 

(13) 

0 

(0) 

0 

(0) 

117 

(117) 

（新旧対照表）基本計画書（３ページ）_基本計画書 

新 旧 

専任教員研究室 

健康栄養科学研究科 健康栄養科学

専攻 

室数 9室 

専任教員研究室 

健康栄養科学研究科 健康栄養科学

専攻 

室数 8室 

（新旧対照表）基本計画書（９ページ）_教育課程等の概要 

新 旧 

（科目区分：研究科目） 

栄養科学特別研究Ⅰ 教授 6 准教授

3 

栄養科学特別研究Ⅱ 教授 6 准教授 

3 

栄養科学特別研究Ⅲ 教授 6 准教授 

3 

栄養科学特別研究Ⅳ 教授 6 准教授 

3 

小計（4科目） 教授 6 准教授 3 

合計（50科目） 教授 6 准教授 3 

（科目区分：研究科目） 

栄養科学特別研究Ⅰ 教授 3 准教授

1 

栄養科学特別研究Ⅱ 教授 3 准教授 

1 

栄養科学特別研究Ⅲ 教授 3 准教授 

1 

栄養科学特別研究Ⅳ 教授 3 准教授 

1 

小計（4科目） 教授 3 准教授 1 

合計（50科目） 教授 5 准教授 3 
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（新旧対照表）基本計画書（２３ページ）_授業科目の概要 

新 旧 

栄養科学特別研究Ⅰ 

（講義等の内容） 

（① 安藤 富士子）

老化と老年病に係わる身体組成要因

の縦断研究の領域で、修士論文の研究

テーマを選定し適切な研究方法を選択

するために、先行研究や周辺領域の研

究等の検索に関して指導を行う。 

（4 東山 幸恵） 

栄養状態の改善や QOL の向上に介入

する臨床栄養学の領域で、修士論文の

研究テーマを選定し適切な研究方法を

選択するために、先行研究や周辺領域

の研究等の検索に関して指導を行う。 

（5 百合草 誠） 

口腔機能を中心とした顎口腔領域の

健康およびオーラルフレイルと全身の

健康と関連する領域で、修士論文の研

究テーマを選定し適切な研究方法を選

択するために、先行研究や周辺領域の

研究等の検索に関して指導を行う。 

（6 岩崎 祐子） 

 食や健康を通した地域づくり、地域

政策に関する領域で、修士論文の研究

テーマを選定し適切な研究方法を選択

するために、先行研究や周辺領域の文

献等の検索に関して指導補助を行う。

（7 持丸 由香） 

生活習慣病の予防や治療に資する効

果的なエネルギーおよび栄養素の摂取

のための食品や調理科学の領域で、修

士論文の研究テーマを選定し適切な研

究方法を選択するために、先行研究や

周辺領域の研究等の検索に関して指導

を行う。 

栄養科学特別研究Ⅰ 

（講義等の内容） 

（追加） 

（追加） 

（追加） 

（6 岩崎 祐子） 

 食や健康を通した地域づくり、地域

政策に関する領域で、修士論文の研究

テーマを選定し適切な研究方法を選択

するために、先行研究や周辺領域の文

献等の検索に関して指導を行う。 

（追加） 
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（8 小久保 友貴） 

成長期以降のライフステージにおけ

る健康増進や競技力向上を目的とした

スポーツ栄養学の領域で、修士論文の

研究テーマを選定し適切な研究方法を

選択するために、先行研究や周辺領域

の研究等の検索に関して指導を行う。 

（追加） 

（新旧対照表）基本計画書（２４ページ）_授業科目の概要 

新 旧 

栄養科学特別研究Ⅱ 

（講義等の内容） 

（① 安藤 富士子）

老化と老年病に係わる身体組成要因

の縦断研究の領域で、修士論文作成の

ため研究を実践するために、研究の実

施と研究結果の解析や解釈に関して指

導を行う。 

（4 東山 幸恵） 

栄養状態の改善や QOL の向上に介入

する臨床栄養学の領域で、修士論文作

成のため研究を実践するために、研究

の実施と研究結果の解析や解釈に関し

て指導を行う。 

（5 百合草 誠） 

口腔機能を中心とした顎口腔領域の

健康およびオーラルフレイルと全身の

健康と関連する領域で、修士論文作成

のため研究を実践するために、研究の

実施と研究結果の解析や解釈に関して

指導を行う。 

（6 岩崎 祐子） 

 食や健康を通した地域づくり、地域

政策に関する領域で、修士論文作成の

ため研究を実践するために、研究の実

施と研究結果の解析や解釈に関して指 

栄養科学特別研究Ⅱ 

（講義等の内容） 

（追加） 

（追加） 

（追加） 

（6 岩崎 祐子） 

 食や健康を通した地域づくり、地域

政策に関する領域で、修士論文作成の

ため研究を実践するために、研究の実

施と研究結果の解析や解釈に関して指 
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導補助を行う。 

（7 持丸 由香） 

生活習慣病の予防や治療に資する効

果的なエネルギーおよび栄養素の摂取

のための食品や調理科学の領域で、修

士論文作成のため研究を実践するため

に、研究の実施と研究結果の解析や解

釈に関して指導を行う。 

（8 小久保 友貴） 

成長期以降のライフステージにおけ

る健康増進や競技力向上を目的とした

スポーツ栄養学の領域で、修士論文作

成のため研究を実践するために、研究

の実施と研究結果の解析や解釈に関し

て指導を行う。 

導を行う。 

（追加） 

（追加） 

（新旧対照表）基本計画書（２５ページ）_授業科目の概要 

新 旧 

栄養科学特別研究Ⅲ 

（講義等の内容） 

（① 安藤 富士子）

老化と老年病に係わる身体組成要因

の縦断研究の領域で、修士論文作成の

ため研究結果の解析や解釈を実践し、

修士論文の構想立案と論文執筆に関し

て指導を行う。 

（4 東山 幸恵） 

栄養状態の改善や QOL の向上に介入

する臨床栄養学の領域で、修士論文作

成のため研究結果の解析や解釈を実践

し、修士論文の構想立案と論文執筆に

関して指導を行う。 

（5 百合草 誠） 

口腔機能を中心とした顎口腔領域の

健康およびオーラルフレイルと全身の

健康と関連する領域で、修士論文作成 

栄養科学特別研究Ⅲ 

（講義等の内容） 

（追加） 

（追加） 

（追加） 



- 14 - 

のため研究結果の解析や解釈を実践

し、修士論文の構想立案と論文執筆に

関して指導を行う。 

（6 岩崎 祐子） 

 食や健康を通した地域づくり、地域

政策に関する領域で、修士論文作成の

ため研究結果の解析や解釈を実践し、

修士論文の構想立案と論文執筆に関し 

て指導補助を行う。 

（7 持丸 由香） 

生活習慣病の予防や治療に資する効

果的なエネルギーおよび栄養素の摂取

のための食品や調理科学の領域で、修

士論文作成のため研究結果の解析や解

釈を実践し、修士論文の構想立案と論

文執筆に関して指導を行う。 

（8 小久保 友貴） 

成長期以降のライフステージにおけ

る健康増進や競技力向上を目的とした

スポーツ栄養学の領域で、修士論文作

成のため研究結果の解析や解釈を実践

し、修士論文の構想立案と論文執筆に

関して指導を行う。 

 

 

 

 

（6 岩崎 祐子） 

 食や健康を通した地域づくり、地域

政策に関する領域で、修士論文作成の

ため研究結果の解析や解釈を実践し、

修士論文の構想立案と論文執筆に関し 

て指導を行う。 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

（追加） 

 

（新旧対照表）基本計画書（２６ページ）_授業科目の概要 

新 旧 

栄養科学特別研究Ⅳ 

（講義等の内容） 

（① 安藤 富士子） 

老化と老年病に係わる身体組成要因

の縦断研究の領域で、修士論文の執筆

および修士論文発表会の準備に関して

指導を行う。 

（4 東山 幸恵） 

栄養状態の改善や QOL の向上に介入

する臨床栄養学の領域で、修士論文の 

 

栄養科学特別研究Ⅳ 

（講義等の内容） 

（追加） 

 

 

 

 

（追加） 
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執筆および修士論文発表会の準備に関

して指導を行う。 

（5 百合草 誠） 

口腔機能を中心とした顎口腔領域の

健康およびオーラルフレイルと全身の

健康と関連する領域で、修士論文の執

筆および修士論文発表会の準備に関し

て指導を行う。 

（6 岩崎 祐子） 

 食や健康を通した地域づくり、地域

政策に関する領域で、修士論文の執筆

および修士論文発表会の準備に関して

指導補助を行う。 

（7 持丸 由香） 

生活習慣病の予防や治療に資する効

果的なエネルギーおよび栄養素の摂取

のための食品や調理科学の領域で、修

士論文の執筆および修士論文発表会の

準備に関して指導を行う。 

（8 小久保 友貴） 

成長期以降のライフステージにおけ

る健康増進や競技力向上を目的とした

スポーツ栄養学の領域で、修士論文の

執筆および修士論文発表会の準備に関

して指導を行う。 

（追加） 

（6 岩崎 祐子） 

食や健康を通した地域づくり、地域

政策に関する領域で、修士論文の執筆

および修士論文発表会の準備に関し

て指導を行う。 

（追加） 

（追加） 

（新旧対照表）シラバス_47（５６・５７ページ） 

新 旧 

（47．栄養科学特別研究Ⅰ） 

教員名： 

植村 和正／安藤 富士子／榎 裕

美／武山 英麿／東山 幸恵／百合草 

誠／岩崎 祐子／持丸 由香／小久保 

友貴 

授業の概要： 

上記の「授業科目の概要」と同様 

（47．栄養科学特別研究Ⅰ） 

教員名： 

植村 和正／榎 裕美／武山 英麿

／岩崎 祐子 

授業の概要： 

上記の「授業科目の概要」と同様 
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（新旧対照表）シラバス_48（５８・５９ページ） 

新 旧 

（48．栄養科学特別研究Ⅱ） 

教員名： 

植村 和正／安藤 富士子／榎 裕

美／武山 英麿／東山 幸恵／百合草 

誠／岩崎 祐子／持丸 由香／小久保 

友貴 

授業の概要： 

上記の「授業科目の概要」と同様 

（48．栄養科学特別研究Ⅱ） 

教員名： 

植村 和正／榎 裕美／武山 英麿

／岩崎 祐子 

授業の概要： 

上記の「授業科目の概要」と同様 

（新旧対照表）シラバス_49（６０・６１ページ） 

新 旧 

（49．栄養科学特別研究Ⅲ） 

教員名： 

植村 和正／安藤 富士子／榎 裕

美／武山 英麿／東山 幸恵／百合草 

誠／岩崎 祐子／持丸 由香／小久保 

友貴 

授業の概要： 

上記の「授業科目の概要」と同様 

（49．栄養科学特別研究Ⅲ） 

教員名： 

植村 和正／榎 裕美／武山 英麿

／岩崎 祐子 

授業の概要： 

上記の「授業科目の概要」と同様 

（新旧対照表）シラバス_50（６２・６３ページ） 

新 旧 

（50．栄養科学特別研究Ⅳ） 

教員名： 

植村 和正／安藤 富士子／榎 裕

美／武山 英麿／東山 幸恵／百合草 

誠／岩崎 祐子／持丸 由香／小久保 

友貴 

授業の概要： 

上記の「授業科目の概要」と同様 

（50．栄養科学特別研究Ⅳ） 

教員名： 

植村 和正／榎 裕美／武山 英麿

／岩崎 祐子 

授業の概要： 

上記の「授業科目の概要」と同様 
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（新旧対照表）図面（９２ページ）_校地校舎等の図面 

新 旧 

専任教員（安藤 富士子教授）の追加

に伴う専任教員研究室（健康栄養科学

研究科 健康栄養科学専攻）の増加 

（別紙資料９参照） 

（追加） 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（本文）（１２ページ） 

新 旧 

１）科目区分の設定・科目構成【資料

14】 

（前略） 

研究科目は、8名の専任教員が研究指

導教員として科目を担当する（専任教

員 9 名のうち 1 名は研究指導補助教員

とする）。 

（後略） 

１）科目区分の設定・科目構成【資料

14】 

（前略） 

研究科目は、4 名の専任教員が指導 

教員として科目を担当する。 

（後略） 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（本文）（２１ページ） 

新 旧 

４．教員の負担の程度 

本研究科の専任教員は、全構成員の

うち、老年医学、健康医科学、疫学を専

門分野とする教授 1 名（医師）を除く

8 名を健康医療科学部健康栄養学科※

の教員が併任する・・・（後略）・・・。 

４．教員の負担の程度 

本研究科の専任教員は、全構成員を

健康医療科学部健康栄養学科※の教員

が併任する・・・（後略）・・・。 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（本文）（２１ページ） 

新 旧 

【表３】専任教員の学位及び専門分野

など 

職位：教授 

学位：博士（医学） 

専門分野（資格）： 

【表３】専任教員の学位及び専門分野

など 

（追加） 



- 18 -

老年医学、健康医科学、 

疫学（医師） 

年齢※：65 

（表の上から 2人目に追加・挿入） 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（本文）（２８ページ） 

新 旧 

ケ 教員組織の編制の考え方及び特色

・・・（前略）・・・、本研究科の専任

教員は現在の健康医療科学部健康栄養

学科※の教員を併任する（全構成員 9名

のうち、老年医学、健康医科学、疫学を

専門分野とする教授 1 名（医師）を除

く 8名）。 

ケ 教員組織の編制の考え方及び特色

・・・（前略）・・・、本研究科の専任

教員は現在の健康医療科学部健康栄養

学科※の教員を併任する。 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（本文）（３０ページ） 

新 旧 

ケ 教員組織の編制の考え方及び特色

（前略） 

専任教員 9 名のうち、博士学位所有

者は 9 名であり、所有する学位の内訳

は、学術 2 名、医学 5 名、歯学 1 名、

食品・・・（中略）・・・となっている。

専門中心科目では、専任教員のほぼ全

員がその専門領域の特論と演習を担当

する（オムニバス方式を含む）。 

また、専任教員の年齢構成（完成年

度時点：令和 7年度（2025年度））は下 

表の通りであり、65歳以上の教員のう 

ち 1名は本研究科の・・・（中略）・・・

本研究科においてもこの規程に該当す

る教員が 2名いる・・・（後略）・・・。 

ケ 教員組織の編制の考え方及び特色

（前略） 

専任教員 8 名のうち、博士学位所有

者は 8 名であり、所有する学位の内訳

は、学術 2 名、医学 4 名、歯学 1 名、

食品・・・（中略）・・・となっている。

専門中心科目では、それぞれの教員が

その専門領域の特論と演習を担当す

る。 

また、専任教員の年齢構成（完成年 

度時点：令和 7年度（2025年度））は下 

表の通りであり、65 歳以上の教員は本

研究科の・・・（中略）・・・本研究科に

おいてもこの規程に該当する教員が 

1名いる・・・（後略）・・・。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（本文）（３１ページ） 

新 旧 

【表５】健康栄養科学研究科 教員年

齢構成（完成年次時点） 

年齢層：65歳～69歳 

構成員数・職位：2名（教授） 

【表５】健康栄養科学研究科 教員年

齢構成（完成年次時点） 

年齢層：65歳～69歳 

構成員数・職位：1名（教授） 

（新旧対照表）教員名簿（２・３ページ）_教員の氏名等 

新 旧 

以下の教員を追加（担当授業科目など

の追加による変更を含む） 

調書番号：① 専任等区分：専 

職位：教授 氏名：安藤 富士子 

調書番号：4 専任等区分：専 

職位：教授 氏名：東山 幸恵 

調書番号：5 専任等区分：専 

職位：教授 氏名：百合草 誠 

調書番号：7 専任等区分：専 

職位：准教授 氏名：持丸 由香 

調書番号：8 専任等区分：専 

職位：准教授 氏名：小久保（鈴木） 

友貴 

（別紙資料 10【新】参照） （別紙資料 10【旧】参照） 

（新旧対照表）教員名簿（５ページ）_専任教員の年齢構成・学位保有状況 

新 旧 

職位：教授 

学位：博士 

 65～69歳 2人 合計 6人 

職位：合計 

学位：博士 

65～69歳 2人 合計 9人 

職位：教授 

学位：博士 

 65～69歳 1人 合計 5人 

職位：合計 

学位：博士 

65～69歳 1人 合計 8人 



- 20 -

（新旧対照表）教員名簿（６ページ）_専任教員の年齢構成・学位保有状況 

新 旧 

調書番号：1 

（中略） 

採用根拠等：愛知淑徳大学特任教育職

員に関する規程第 4条および第 6条 

令和 4年 7月 4日 理事長決裁 

調書番号：① 

専任等区分：専 

職位：教授 

フリガナ：アンドウ フジコ

氏名：安藤 富士子 

＜就任(予定)年月＞：＜令和 6年 4月

＞ 

年齢：65（高） 

採用根拠等：愛知淑徳大学特任教育職

員に関する規程第 4条および第 6条 

令和 5年 6月 27日 理事長決裁 

調書番号：1 

（中略） 

採用根拠等：愛知淑徳大学特任教育職

員に関する規定第 4条および第 6条 

令和 4年 7月 4日 理事長決裁 

（追加） 

（新旧対照表）教員個人調書_①_安藤 富士子 

新 旧 

専任教員（調書番号①：安藤 富士子

教授）の追加 

（追加） 

（新旧対照表）教員個人調書_4_東山 幸恵 

新 旧 

調書番号 4：東山 幸恵教授の内容一

部追加 

（追加） 

（新旧対照表）教員個人調書_5_百合草 誠 

新 旧 

調書番号 5：百合草 誠教授の内容一

部追加 

（追加） 
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（新旧対照表）教員個人調書_7_持丸 由香 

新 旧 

調書番号 7：持丸 由香准教授の内容

一部追加 

（追加） 

（新旧対照表）教員個人調書_8_小久保（鈴木） 友貴 

新 旧 

調書番号 8：小久保（鈴木） 友貴准教

授の内容一部追加 

（追加） 
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（是正意見） 健康栄養科学研究科 健康栄養科学専攻（Ｍ） 

４．教員資格審査において、「不可」や「保留」、「適格な職位・区分であれば可」とな

った授業科目について、当該授業科目を担当する教員を専任教員以外の教員で補充する場

合には、当該授業科目の教育課程における位置付け等を明確にした上で、当該教員を後任

として補充することの妥当性について説明すること。 

（対応） 

教員資格審査において「不可」となった授業科目（「健康食事学特論」）については、

当該専任教員 1 名による担当であった当初の予定から、「不可」の判定を受けた専任教員

を含む 4名の専任教員によるオムニバス方式に授業方法を変更し、各専任教員の担当授業

範囲をより専門分野に限定することにより、各回の授業を教授するに足る十分な業績や知

見の範囲内で当該授業科目を担当できるようにした。 

  なお、「不可」の判定を受けた専任教員を含む授業科目担当者となる専任教員 4 名につ

いては、それぞれ担当する授業範囲（各回の授業）において、これを教授するに十分な業

績及び知見を有していると考えている。 

（新旧対照表）基本計画書（９ページ）_教育課程等の概要 

新 旧 

（科目区分：専門中心科目） 

健康食事学特論 教授 2 准教授 2 

オムニバス 隔年

（科目区分：専門中心科目） 

健康食事学特論 教授 0 准教授 1 

隔年 

（新旧対照表）基本計画書（２１ページ）_授業科目の概要 

新 旧 

健康食事学特論 

（講義等の内容） 

（オムニバス方式／15回）

(2 榎 裕美／2回） 

健康を保持・増進するためには、中

高年では生活習慣病の発症予防・重症

化予防、高齢者ではフレイル予防・低

栄養予防が課題となる。国民健康・栄

養調査等の実態と疾患の各種ガイドラ 

インおよび最新のエビデンスを探索し、 

健康食事学特論 

（講義等の内容） 

（追加） 

（追加） 
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望ましい食事としてのエネルギーおよ

び栄養素摂取についての討議を行う。 

(4 東山 幸恵／5回） 

生活習慣病の発症と重症化を防ぐた

めに食品機能が果たす役割について論

文精読を通じて理解し、より深い知識

を修得する。またこれらの知識に基づ

き成長期に必要な栄養ならびに食習慣

形成と健康状態の関連性を考察する。

さらに各ライフステージにおける健康

課題に対処すべく、調理教育を含む改

善プログラムの立案能力の修得と向上

を図る。 

(7 持丸 由香／5回） 

健康を保持・増進するための食事計

画を行うためには、食品や調理科学に

関する知識を深めることも重要であ

る。対象者のライフステージや病態に

適したエネルギーおよび栄養素の摂取

を効果的に行うことができるよう、ま

た生活習慣や嗜好にも配慮した満足度

の高い食事を実現できるよう、食品の

特性や調理過程における様々な変化に

ついて討議を行う。 

(8 小久保 友貴／3回） 

健康を保持・増進するためには運動

と食事（栄養）のバランスが大切であ

る。健康づくりのために運動している

成人や高齢者、および、競技力向上の

ために運動をしているアスリートを対

象に食品や調理法の考察とレシピ開発

を行う。運動やアスリートの食事に関

する国内外のエビデンスを探索し、対

象者に最適な食事について理解を深め

る。 

（備考） 

オムニバス方式 隔年

（追加） 

（追加） 

（追加） 

（備考） 

隔年 
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（新旧対照表）シラバス_37（４５・４６ページ） 

新 旧 

（37．健康食事学特論） 

教員名： 

榎 裕美／東山 幸恵／持丸 由香

／小久保 友貴 

授業の概要： 

上記の「授業科目の概要」と同様 

授業計画： 

第１回 食品の調理過程における組織

的変化（持丸 由香） 

第２回 食品の調理過程における化学

的変化（持丸 由香） 

第３回 食品の調理過程における酵素

的変化（持丸 由香） 

第４回 食品の調理過程における嗜好

的変化（持丸 由香） 

第５回 食品の機能性と健康に関する

論文から学ぶ（生活習慣病）

（東山 幸恵） 

第６回 食品の機能性と健康に関する

論文から学ぶ（新素材）（小久

保 友貴） 

第７回 幼児・児童の食事の実態と役

割を考察（東山 幸恵） 

第８回 中高生の食事の実態と役割を

考察（東山 幸恵） 

第９回 中高年の食事の実態と役割を

考察（榎 裕美） 

第 10回 高齢者の食事の実態と役割を

考察（榎 裕美） 

第 11回 調理教育に関する論文から学

ぶ（持丸 由香） 

第 12回 対象者に適した食品や調理法

の考察とレシピの開発（小久

保 友貴） 

（37．健康食事学特論） 

教員名： 

持丸 由香 

授業の概要： 

上記の「授業科目の概要」と同様 

授業計画： 

第１回 食品の調理過程における組織

的変化 

第２回 食品の調理過程における化学

的変化 

第３回 食品の調理過程における酵素

的変化 

第４回 食品の調理過程における嗜好

的変化 

第５回 食品の機能性と健康に関する

論文から学ぶ（生活習慣病） 

第６回 食品の機能性と健康に関する

論文から学ぶ（新素材） 

第７回 幼児・児童の食事の実態と役

割を考察 

第８回 中高生の食事の実態と役割を

考察（１） 

第９回 中高年の食事の実態と役割を

考察（２） 

第 10回 高齢者の食事の実態と役割を

考察 

第 11回 調理教育に関する論文から学

ぶ 

第 12回 対象者に適した食品や調理法

の考察とレシピの開発 
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第 13回 対象者に適した食品や調理法

の考察とレシピの発表（小久

保 友貴） 

第 14回 調理教育プログラムの立案

（東山 幸恵） 

第 15回 調理教育プログラムのまとめ

（東山 幸恵） 

評価方法： 

 授業への取り組み（論文抄読 15本以

上を基準とする）20%、プログラム等成

果物の内容（基準は対象者の行動変容

を促すものであると認められるもの）

80% 

第 13回 対象者に適した食品や調理法

の考察とレシピの発表 

第 14回 調理教育プログラムの立案 

第 15回 調理教育プログラムのまとめ 

評価方法： 

 授業への取り組み（基準は論文解読

期間中 15本以上に匹敵するもの）20%、

プログラム等成果物の内容（基準は対

象者の行動変容を促すものであると認

められるもの）80% 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（資料）（【資料１４】） 

新 旧 

「健康栄養科学研究科 カリキュラム

表」を「教育課程等の概要」と整合する

ように変更（【資料 14】参照） 

（別紙資料３【新】参照） （別紙資料３【旧】参照） 

（新旧対照表）学生の確保の見通し等を記載した書類（資料）（【資料５】） 

新 旧 

「健康栄養科学研究科 カリキュラム

表」を「教育課程等の概要」と整合する

ように変更（【資料５】参照） 

（別紙資料６【新】参照） （別紙資料６【旧】参照） 
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（新旧対照表）教員名簿（２・３ページ）_教員の氏名等 

新 旧 

以下の教員の担当授業科目を追加・変

更 

調書番号：2 専任等区分：専 

職位：教授 氏名：榎 裕美 

調書番号：4 専任等区分：専 

職位：教授 氏名：東山 幸恵 

調書番号：7 専任等区分：専 

職位：准教授 氏名：持丸 由香 

調書番号：8 専任等区分：専 

職位：准教授 氏名：小久保（鈴木） 

友貴 

（別紙資料 10【新】参照） （別紙資料 10【旧】参照） 

（新旧対照表）教員個人調書_2_榎 裕美 

新 旧 

調書番号 2：榎 裕美教授の内容一部

追加 

（追加） 

（新旧対照表）教員個人調書_4_東山 幸恵 

新 旧 

調書番号 4：東山 幸恵教授の内容一

部追加 

（追加） 

（新旧対照表）教員個人調書_7_持丸 由香 

新 旧 

調書番号 7：持丸 由香准教授の内容

一部追加 

（追加） 
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（新旧対照表）教員個人調書_8_小久保（鈴木） 友貴 

新 旧 

調書番号 8：小久保（鈴木） 友貴准教

授の内容一部追加 

（追加） 
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（是正意見） 健康栄養科学研究科 健康栄養科学専攻（Ｍ） 

５．本学の学則について、学校教育法施行規則第４条第１項第９号に規定する「寄宿舎」

について記載が見受けられないことから、適切に改めること。 

（対応） 

 本学大学院学則において、学校教育法施行規則第４条第１項第９号に規定する「寄宿舎」

ついて明確に規定した。 

（新旧対照表）学則（１４ページ）_学則（愛知淑徳大学大学院学則（案）） 

新 旧 

第１２章 厚生補導施設等

（厚生補導施設等） 

第６０条 本学は必要に応じて、運動

場、体育館その他のスポーツ施設、

講堂及び寄宿舎、課外活動施設その

他の厚生補導施設を置く。 

（別紙資料７【新】参照） 

（追加）

（追加）

（別紙資料７【旧】参照） 

以上 
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